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全
電
通

労
働
会
館
ホ
ー
ル

○SFセミナー2008参加要項

■本会 (400名 ) 
　3日 10:00開場、開演 10:30～16:30( 予定 )
　全電通労働会館ホール (千代田区神田駿河台3-6)
■合宿※1、※2(120名 )
　本会終了後～翌4日9:00( 予定 )
　ふたき旅館 (文京区本郷6-6-3)
※1　素泊
※2　合宿のみの参加受付はありません。

■開催　2008年 5月3日（土）～4日（日） ■参加申込について※1

事前に受け付けますが、当日申込みも可能です。本会・合宿
とも定員に達し次第、受付終了します。ご了承ください。

○参加申込方法と参加費
申込方法は各種あります。参加費は消費税込、事前割引・
学生割引もあり。
振込手数料はご負担ください。

■参加費
［事前参加申込］ 本会のみ : 3,000円
 本会＋合宿 : 10,000円
［当日申込※1］ 本会のみ : 4,000円
 本会＋合宿 : 11,000円
［学生割引※2］ 本会のみ : 1,000円
 本会＋合宿 : 8,000円
※1　当日、会場受付で所定の用紙に必要事項を記入し、上記料金をお支払いくだ

さい。
※2　・学生には、中・高・大・院・専門学校生が含まれます。

・申込方法・時期に関わらず均一料金
・お申込は事前参加申込と当日申込の各申込方法に準じます。
・郵便振替による申込の場合、通信欄に「学生」と追記してください。
・当日、会場受付で必ず学生証を提示ください。
・ぴあでチケットを購入された場合は、学生証を提示していただければ差額
を返金いたします。

・高校生以下で合宿にも参加の場合、保護者の承諾が必要です。詳しくは事
務局までご相談ください。

1. 郵便振替で申込 (～4/16( 月 ) まで受付 )
・郵便局の振替用紙で上記料金を下記の口座へ、期限内 (～
4/16) にお振込みください。

・通信欄に下記をご記入ください。
　記入事項 : 住所・氏名・年齢・電話番号・メールアドレ
　　　　　ス (可能な限りで )

・振込先 : 口座番号 : 00180-3-610501
　　　　  加入者名 : SF セミナー
2. チケットぴあで申込 (～4/30)
・チケットぴあにて券を販売しています。ぴあに対応して
いるコンビニ、窓口等、または電子チケットぴあにて購
入してください。

・当日はかならず券をお持ちください。
・Pコード : 612-351、またはイベント名「SFセミナー」
にて検索が可能です。

・電子チケットぴあ : http://t.pia.co.jp/

■下記の場合はお気軽に事務局へお申し出ください。
・小学生以下の小児連れで「本会＋合宿」参加の方。
　小児参加費・部屋割等を考慮いた  
　します。
・ハンディキャップ等をお持ちで介
　助を必要とされる方。
　介助者の参加費や合宿の部屋割等
　を考慮致します。
注 : 合宿会場内にはエレベーター・スロー
　プ等がございません。ご留意ください。

※1　合宿は定員が少ないため、申込はお早めに。
　　　本会のみの参加の場合、ほぼ当日申込が可能です。

○ACCESS
全電通労働会館ホール
〒101-8320
東京都千代田区神田駿河台3-6

最寄り駅　いずれも徒歩５分以内
・ 営団地下鉄・千代田線 新御茶ノ水駅
　（総評会館前B3出口） 
・ 営団地下鉄・丸の内線 淡路町駅（A5出口） 
・ 都営地下鉄・都営新宿線 小川町駅（A7出口） 
・ ＪＲ・御茶ノ水駅（聖橋口出口） Sci

ence
 Fiction Seminar 2008

5月 3日どようび～4日にちようび

http://www.sfseminar.org/



【
現
在
進
行
中
の
企
画
】

＊
海
洋
S
F
を
語
ろ
う

＊
S
pe
cu
la
ti
ve
 J
ap
an
を
語
ろ
う

＊
電
脳
コ
イ
ル
を
語
ろ
う

＊
ジ
ェ
ン
ダ
ー
S
F
研
究
会
の
部
屋

S
pe
cu
la
ti
ve
 J
ap
an
始
動
！

パ
ネ
リ
ス
ト
（
予
定
）：
荒
巻
義
雄
　
山
野
浩
一
　
川
又
千
秋
　
増
田
ま
も
る
　
巽
孝
之

藤
崎
慎
吾
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

海
洋
S
F̶
S
F
か
ら
見
る
、
海
と
い
う
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

出
演
: 藤
崎
慎
吾
　
聞
き
手
：
島
田
喜
美
子

1
9
6
0
年
代
、
バ
ラ
ー
ド
ら
の
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ヴ
運
動
や
そ
れ
に
対
応
す
る
山
野
浩
一
と
荒
巻
義
雄
の
活

動
か
ら
4
0
年
余
。
昨
年
2
0
0
7
年
、ワ
ー
ル
ド
コ
ン
席
上
で
は
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
メ
リ
ル
発
案
、グ
ラ
ニ
ア
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
ジ
ー
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ト
ロ
イ
ヤ
ー
共
編
の
日
本
S
F
傑
作
選

Sp
ec

ul
at

iv
e 

Ja
pa

n
を
め
ぐ

る
パ
ネ
ル
が
組
ま
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
い
ま
世
代
を
問
わ
ぬ
有
志
が
集
ま
り
、
2
1
世
紀
の
S
F
を

占
う
新
た
な
理
論
空
間
が
構
築
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

S
pe
cu
la
ti
ve
 J
ap
an
と
は
何
か
？
　
そ
の
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
の
道
は
ど
れ
か
？

電
脳
空
間
以
後
の
内
宇
宙
飛
行
士
は
、
い
ま
ど
こ
を
飛
ぶ
か
？
（
文
・
巽
孝
之
）

S
up
ec
ul
at
iv
e 
Ja
pa
n
公
式
サ
イ
ト
　
ht
tp
:/
/s
pe
cu
la
ti
ve
ja
pa
n.
ne
t/

地
球
の
7
割
を
占
め
る
海
も
ま
た
、
ひ
と
つ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
だ
。
深
海
は
未
知
な
る
生
物
、
微
生
物
の

可
能
性
を
秘
め
、
そ
の
懐
に
い
だ
く
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
の
量
は
い
ま
だ
は
か
り
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
太

古
か
ら
続
く
地
殻
の
変
動
、
隆
起
と
沈
没
と
い
っ
た
見
え
ざ
る
ド
ラ
マ
…
…
海
の
底
に
あ
る
あ
ま
た
の
未

知
は
我
々
の
想
像
を
掻
き
立
て
る
。

こ
の
企
画
で
は
、
海
、
深
海
、
惑
星
地
球
の
奥
深
く
で
は
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
何
が
起
こ
り
う
る

の
か
を
、名
作
『
ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ン
』
と
『
日
本
列
島
は
沈
没
す
る
か
』
を
手
が
か
り
に
、作
者
自
身
に
伺
っ

て
み
た
い
。（
文
・
島
田
喜
美
子
）

昨
年
放
送
さ
れ
た
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
電
脳
コ
イ
ル
』。
「
電
脳
メ
ガ
ネ
」
と
呼
ば
れ
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
一
般
化
し
た
近
未
来
を
舞
台
に
子
ど
も
達
の
冒
険
を
描
い
た
こ
の
作
品
の
、
魅
力
的
な
世
界

設
定
と
謎
を
秘
め
た
ス
ト
ー
リ
ー
に
魅
了
さ
れ
、
目
が
離
せ
な
か
っ
た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

S
F
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
見
慣
れ
た
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
と
い
う
題
材
を
新
し
い
切
り
口
で
取
り
上
げ
た
こ

と
に
驚
い
た
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
S
F
フ
ァ
ン
の
間
で
も
話
題
の
『
電
脳
コ
イ
ル
』。
今

回
の
企
画
で
は
原
作
・
監
督
・
脚
本
を
務
め
た
磯
光
雄
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
S
F
フ
ァ
ン
な
ら
で
は
の

視
点
か
ら
電
脳
コ
イ
ル
の
世
界
に
迫
り
ま
す
。（
文
・
新
井
勝
彦
）

荒
巻
　
義
雄
（
あ
ら
ま
き
・
よ
し
お
）

19
33
年
小
樽
市
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
で
心
理
学
を
学
ん
だ
後
、

北
海
学
園
大
学
で
土
木
建
築
学
を
修
め
る
。
現
在
、
札
幌
で
作
家
活

動
を
続
け
る
傍
ら
、
札
幌
時
計
台
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
オ
ー
ナ
ー
と
し
て

も
活
躍
中
。
主
な
著
書
に
『
神
聖
代
』『
時
の
葦
舟
』『
あ
る
晴
れ
た

日
の
ウ
ィ
ー
ン
は
森
の
中
に
た
た
ず
む
』『
フ
ァ
ウ
ス
ト
時
代
』『
宇

宙
25
時
』『
柔
ら
か
い
時
計
』『
ニ
セ
コ
要
塞
19
86
』『
十
和
田

要
塞
19
91
』『
阿
蘇
要
塞
19
95
』『
琵
琶
湖
要
塞
19
97
』『
紺
碧

の
艦
隊
』『
旭
日
の
艦
隊
』『
新
旭
日
の
艦
隊
』『
帝
国
の
光
』
な
ど

多
数
の
他
、評
論
『
術
の
小
説
論
̶
̶
私
の
ハ
イ
ン
ラ
イ
ン
論
』『
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
小
説
の
発
見
』
が
あ
る
。

山
野
　
浩
一
（
や
ま
の
・
こ
う
い
ち
）

19
39
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
関
西
学
院
大
学
を
中
退
後
、
寺
山
修
司

の
勧
め
で
処
女
作
『
X
電
車
で
行
こ
う
』
を
執
筆
。
三
島
由
紀
夫
ら

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、
華
々
し
く
作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
後

は
、『
S
F
マ
ガ
ジ
ン
』、
『
読
書
人
』
等
で
小
説
、
評
論
を
執
筆
す

る
傍
ら
、『
季
刊
N
W
-S
F』
を
自
ら
創
刊
し
、
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ヴ

運
動
の
旗
手
と
し
て
活
躍
、
サ
ン
リ
オ
Ｓ
Ｆ
文
庫
の
編
集
顧
問
と
し

て
作
品
と
翻
訳
者
の
選
択
に
携
わ
り
、
海
外
S
F
小
説
の
紹
介
に
寄

与
し
た
。
競
馬
評
論
家
、慶
應
大
学
非
常
勤
講
師
と
し
て
も
活
躍
中
。

主
な
著
書
に
『
花
と
機
械
と
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
』『
鳥
は
い
ま
ど
こ
を

飛
ぶ
か
』『
殺
人
者
の
空
』『
名
馬
の
血
統
』『
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
血
統

辞
典
』『
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
誕
生
』
な
ど
多
数
の
他
、
評
論
『
日
本

Ｓ
Ｆ
の
原
点
と
指
向
』
が
あ
る
。

川
又
　
千
秋
（
か
わ
ま
た
・
ち
あ
き
）

19
48
年
北
海
道
小
樽
市
生
ま
れ
。 
慶
應
大
学
卒
業
後
、
博
報
堂
制

作
部
勤
務
を
経
て
、
80
年
よ
り
著
述
専
業
と
な
る
。
当
初
、
ニ
ュ
ー

ウ
ェ
ー
ヴ
の
影
響
の
も
と
に
Ｓ
Ｆ
の
評
論
お
よ
び
創
作
活
動
を
お
こ

な
い
、『
火
星
人
先
史
』
で
星
雲
賞
、『
幻
詩
狩
り
』
で
日
本
Ｓ
Ｆ
大

賞
を
受
賞
。
そ
の
後
、
架
空
戦
記
分
野
の
作
品
を
中
心
と
し
て
活
動

す
る
よ
う
に
な
る
。
主
な
著
書
に『
反
在
士
の
鏡
』『
反
在
士
の
指
輪
』

『
火
星
甲
殻
団
』『
ラ
バ
ウ
ル
烈
風
空
戦
録
』
シ
リ
ー
ズ
な
ど
多
数
の

他
、
評
論
『
夢
の
言
葉
・
言
葉
の
夢
』、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
『
十

二
戦
艦
物
語
』
な
ど
が
あ
る
。

増
田
　
ま
も
る
（
ま
す
だ
・
ま
も
る
）

19
49
年
宮
城
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
在
学
中
に
山
野
浩
一
氏
主

催
の
Ｎ
Ｗ
-Ｓ
Ｆ
に
参
加
し
、
氏
の
勧
め
で
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
の
『
レ
ン
ズ
の
眼
』
を
翻
訳
す
る
。
サ
ン
リ
オ
Ｓ
Ｆ
文
庫
創
刊

と
と
も
に
本
格
的
に
翻
訳
家
と
な
る
。
主
訳
書
に
デ
ィ
ッ
シ
ュ
『
３

３
４
』、
バ
ラ
ー
ド
『
夢
幻
会
社
』『
楽
園
へ
の
疾
走
』、
ワ
ト
ス
ン

&
ビ
シ
ョ
ッ
プ
『
デ
ク
ス
ト
ロ
II
接
触
』、
マ
ー
テ
ィ
ン
『
フ
ィ
ー

ヴ
ァ
ー
ド
リ
ー
ム
』、
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
『
隠
し
部
屋
を
査
察
し
て
』『
パ

ラ
ダ
イ
ス
・
モ
ー
テ
ル
』、
テ
ッ
パ
ー
『
女
の
国
の
門
』、
コ
ー
ル
ダ
ー

『
デ
ッ
ド
・
ガ
ー
ル
ズ
』『
デ
ッ
ド
・
ボ
ー
イ
ズ
』
な
ど
が
あ
る
。

巽
　
孝
之
（
た
つ
み
・
た
か
ゆ
き
）

19
55
年
東
京
生
ま
れ
。
コ
ー
ネ
ル
大
学
大
学
院
修
了

（
P
h.
D
,1
98
7）
。
S
F
批
評
家
。
日
本
S
F
作
家
ク
ラ
ブ
会
員
。
北

米
学
術
誌
S
F 
S
tu
di
es
 編
集
委
員
。
著
書
に
『
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
・

ア
メ
リ
カ
』（
19
88
年
度
日
米
友
好
基
金
ア
メ
リ
カ
研
究
図
書
賞

受
賞
）、
『
現
代
S
F
の
レ
ト
リ
ッ
ク
』（
19
92
年
）、
『「
20
01
年

宇
宙
の
旅
」
講
義
』（
20
01
年
）、

Fu
ll 

M
et

al
 A

pa
ch

e  
(D
uk
e 

U
P
,  
20
06
)な
ど
。
編
訳
書
に
バ
ラ
ー
ド
他
『
こ
の
不
思
議
な
地

球
で
』（
19
96
年
）、
編
著
に
『
日
本
S
F
論
争
史
』（
20
00
年
、

第
21
回
日
本
S
F
大
賞
受
賞
）、

R
ob

ot
 G

ho
st

s,
 W

ir
ed

 D
re

am
s  

(U
 o
f M
in
ne
so
ta
 P
, 2
00
7)
ほ
か
。
雑
誌
等
に
Ｓ
Ｆ
、
ミ
ス
テ

リ
の
書
評
を
執
筆
。

藤
崎
　
慎
吾
（
ふ
じ
さ
き
・
し
ん
ご
）

19
62
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
埼
玉
県
在
住
。
米
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大

学
海
洋
・
河
口
部
環
境
科
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。
科
学
雑
誌
の
編

集
者
や
記
者
、
映
像
ソ
フ
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
な
ど
を
す
る
か
た

わ
ら
小
説
を
書
き
、
19
99
年
に
『
ク
リ
ス
タ
ル
サ
イ
レ
ン
ス
』（
朝

日
ソ
ノ
ラ
マ
）
で
デ
ビ
ュ
ー
。
現
在
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
立
場
で
小

説
の
ほ
か
科
学
関
係
の
記
事
や
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
執
筆
し

て
い
る
。
日
本
S
F
作
家
ク
ラ
ブ
お
よ
び
宇
宙
作
家
ク
ラ
ブ
会
員
。

磯
　
光
雄
（
い
そ
・
み
つ
お
）

愛
知
県
生
ま
れ
。『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
00
80
 ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の

戦
争
』『
お
も
い
で
ぽ
ろ
ぽ
ろ
』な
ど
の
原
画
な
ど
で
、ア
ニ
メ
ー
タ
ー

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ

ン
ゲ
リ
オ
ン
』
で
は
、
脚
本
や
設
定
も
担
当
、『
G
H
O
S
T 
IN
 T
H
E
 

S
H
E
LL
 /
 攻
殻
機
動
隊
』
で
は
原
画
に
加
え
銃
器
デ
ザ
イ
ン
を
担

当
し
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
ラ
ー
ゼ
フ
ォ
ン
』
第
15
楽
章
で
は
脚
本
、

演
出
、
絵
コ
ン
テ
を
担
当
す
る
な
ど
活
動
の
幅
を
広
げ
、『
電
脳
コ

イ
ル
』
は
初
の
原
作
、
監
督
作
品
と
な
る
。

※
企
画
は
あ
く
ま
で
も
案
で
あ
り
、
予
告
な
く
変
更
、
あ
る
い
は
中
止
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

○
本
会
（
昼
の
部
）

○
合
宿
企
画
（
夜
の
部
）

＊
ク
ラ
ー
ク
追
悼
（
仮
）

＊
S
F
コ
ミ
ッ
ク
の
部
屋
（
仮
）

＊
ラ
イ
ブ
版
S
F
ス
キ
ャ
ナ
ー

＊
世
界
征
服
を
た
く
ら
む
悪
の
コ
コ
が
好
き
！

＊
向
井
淳
の
部
屋
（
仮
）

合
宿
企
画
も

鋭
意
進
行
中
！

現
在
、
企
画
交
渉
中

※
都
合
に
よ
り
、
企
画
の
順
番
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1 2

磯
光
雄
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

電
脳
コ
イ
ル
の
世
界

出
演
：
磯
光
雄
　
聞
き
手
：
向
井
淳

4 ふ
た
き
旅
館
で
は
以
下
の
よ
う
な
合
宿
企
画
を
計
画
中
で
す
。
お
昼
の
企
画
の
つ
づ
き
や
、
フ
ァ
ン
同
士
で
語
り
あ
う
企
画
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

詳
細
は
未
定
で
す
が
、
S
F
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
順
次
公
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
！
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■お問い合せ先
SFセミナー事務局（担当:向井）
〒153-0051　東京都目黒区上目黒2-16-11　ハイツなかむら201向井方
E-mail sfs-info@sfseminar.org　公式サイト http://www.sfseminar.org

全
電
通

労
働
会
館
ホ
ー
ル

○SFセミナー2008参加要項

■本会 (400名 ) 
　3日 10:00開場、開演 10:30～16:30( 予定 )
　全電通労働会館ホール (千代田区神田駿河台3-6)
■合宿※1、※2(120名 )
　本会終了後～翌4日9:00( 予定 )
　ふたき旅館 (文京区本郷6-6-3)
※1　素泊
※2　合宿のみの参加受付はありません。

■開催　2008年 5月3日（土）～4日（日） ■参加申込について※1

事前に受け付けますが、当日申込みも可能です。本会・合宿
とも定員に達し次第、受付終了します。ご了承ください。

○参加申込方法と参加費
申込方法は各種あります。参加費は消費税込、事前割引・
学生割引もあり。
振込手数料はご負担ください。

■参加費
［事前参加申込］ 本会のみ : 3,000円
 本会＋合宿 : 10,000円
［当日申込※1］ 本会のみ : 4,000円
 本会＋合宿 : 11,000円
［学生割引※2］ 本会のみ : 1,000円
 本会＋合宿 : 8,000円
※1　当日、会場受付で所定の用紙に必要事項を記入し、上記料金をお支払いくだ

さい。
※2　・学生には、中・高・大・院・専門学校生が含まれます。

・申込方法・時期に関わらず均一料金
・お申込は事前参加申込と当日申込の各申込方法に準じます。
・郵便振替による申込の場合、通信欄に「学生」と追記してください。
・当日、会場受付で必ず学生証を提示ください。
・ぴあでチケットを購入された場合は、学生証を提示していただければ差額
を返金いたします。

・高校生以下で合宿にも参加の場合、保護者の承諾が必要です。詳しくは事
務局までご相談ください。

1. 郵便振替で申込 (～4/16( 月 ) まで受付 )
・郵便局の振替用紙で上記料金を下記の口座へ、期限内 (～
4/16) にお振込みください。

・通信欄に下記をご記入ください。
　記入事項 : 住所・氏名・年齢・電話番号・メールアドレ
　　　　　ス (可能な限りで )

・振込先 : 口座番号 : 00180-3-610501
　　　　  加入者名 : SF セミナー
2. チケットぴあで申込 (～4/30)
・チケットぴあにて券を販売しています。ぴあに対応して
いるコンビニ、窓口等、または電子チケットぴあにて購
入してください。

・当日はかならず券をお持ちください。
・Pコード : 612-351、またはイベント名「SFセミナー」
にて検索が可能です。

・電子チケットぴあ : http://t.pia.co.jp/

■下記の場合はお気軽に事務局へお申し出ください。
・小学生以下の小児連れで「本会＋合宿」参加の方。
　小児参加費・部屋割等を考慮いた  
　します。
・ハンディキャップ等をお持ちで介
　助を必要とされる方。
　介助者の参加費や合宿の部屋割等
　を考慮致します。
注 : 合宿会場内にはエレベーター・スロー
　プ等がございません。ご留意ください。

※1　合宿は定員が少ないため、申込はお早めに。
　　　本会のみの参加の場合、ほぼ当日申込が可能です。

○ACCESS
全電通労働会館ホール
〒101-8320
東京都千代田区神田駿河台3-6

最寄り駅　いずれも徒歩５分以内
・ 営団地下鉄・千代田線 新御茶ノ水駅
　（総評会館前B3出口） 
・ 営団地下鉄・丸の内線 淡路町駅（A5出口） 
・ 都営地下鉄・都営新宿線 小川町駅（A7出口） 
・ ＪＲ・御茶ノ水駅（聖橋口出口） Sci

ence
 Fiction Seminar 2008

5月 3日どようび～4日にちようび

http://www.sfseminar.org/


